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本
年
５
月
、
県
外
の
焼
肉
店
で
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
5
7
に
よ
る

食
中
毒
が
発
生
し
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
重
症
化
し
て
い
ま
す
。

 
O
1
5
7
食
中
毒
の
場
合
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
、
お
年
寄
り
の
方
、
抵

抗
力
の
弱
い
方
が
発
症
す
る
と
、
重

症
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
全
国
的
に
O
1
5
7
の
感

染
症
患
者
が
、
例
年
よ
り
も
早
い
時

期
か
ら
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
菌
が
増
殖
し
や
す
い
時
期
を
迎
え

ま
す
の
で
、
次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
て
、
こ
の
食
中
毒
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

◎
肉
な
ど
の
料
理
は
、
中
心
部
ま
で

 
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

◎
特
に
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
の
方
は
、 
 

肉
や
レ
バ
ー
の
生
食
を
や
め
ま
し

 
ょ
う

◎
焼
き
肉
を
す
る
と
き
は
、
生
肉
専 
 

 
用
の
取
り
箸
を
別
に
用
意
し
ま
し 

 
ょ
う
。

◎
生
肉
を
扱
っ
た
手
指
や
調
理
器
具

 
は
、
石
け
ん
や
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、 
 

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
架
空
の
社
会
保
険
関
係
団

体
（
国
民
年
金
組
合
、
国
民
年
金
セ

ン
タ
ー
）
を
名
乗
っ
て
、
年
金
受
給

者
や
被
保
険
者
及
び
そ
の
ご
家
族
に

対
し
て
、

◇
「
年
金
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て

い
る
。
一
定
の
未
納
期
間
が
あ
る
と

年
金
が
交
付
さ
れ
な
い
。
」

◇
「
国
民
年
金
未
納
に
つ
い
て
話
が

あ
る
の
で
連
絡
さ
れ
た
い
。
連
絡
が

な
い
場
合
は
、
法
的
な
対
処
を
行
う
。
」

◇
「
あ
な
た
は
厚
生
年
金
を
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
基
礎
年
金
番

号
等
を
記
入
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
返
送

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
っ
た
文
書
が
送
ら
れ
る
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

 

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
・
社
会
保
険
事
務
局
・
社
会

保
険
事
務
所
で
は
、
他
の
団
体
に
年

金
保
険
料
徴
収
の
手
続
き
を
委
託
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
文
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
お
宅
の
無
線
機
は
、
放
送
が
終

わ
っ
た
後
「
ピ
ー
ピ
ー
」
と
音
が

鳴
り
ま
せ
ん
か
？

　
そ
れ
は
、
乾
電
池
が
消
耗
し
て

い
る
証
拠
で
す
。
消
耗
し
た
乾
電

池
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
放
送
が
聞
こ
え

な
か
っ
た
り
、
液
も
れ
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
新
し
い

電
池
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
音
が
鳴
ら

な
く
て
も
、
乾
電
池
は
定
期
的
に

交
換
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

交
換
の
目
安
は
単
二
電
池
で
一
年
、

単
三
電
池
で
三
カ
月
で
す
。

不
審
文
書
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

病気やケガで、一定
の障害が残った場合
に受けられる年金
障害基礎１級
　　　993,100円
障害基礎２級　　　
　　　794,500円

保険料納付期間や免
除期間、厚生年金な
どの加入期間を合計
して、原則25年以上
の期間がある場合、
65歳から生涯受けら
れる年金
　　794,500円
(40年間納めた場合）

夫が亡くなったとき、
その人に生計を維持
されていた子のいる
妻または子が受けら
れる年金
子（１人）のいる　
　妻の場合
　　1,023,100円
子（１人）の場合
         794,500円

いずれの年金も受けるためには、保険料を納めた期間や免除期間
などが一定以上あることが必要です

家族を支える
遺族基礎年金

老後を支える
老齢基礎年金

万が一を支える
障害基礎年金

略


